


本書の利用にあたって 
 
 
 近年、畜産経営は輸入飼料価格の高騰や国際化に対応するため、生産コスト

の低減が大きな課題となっています。飼料費は生産コストの約４割と高い割合

を占めることから、飼料作物の生産拡大によりコスト低減を図ることが重要で

す。 
本県において飼料用稲・飼料用米の生産は年々拡大してきました。その一方

で、牧草やトウモロコシは作付面積、単収ともに減少傾向にあります。生産拡

大のためには、水田活用や草地造成整備等による作付面積の拡大、また、優良

品種の栽培や適期作業、施肥、雑草防除等、基本技術の励行による単収向上が

重要です。 
本書は、飼料作物の栽培・利用における指導者向けの手引き書として昭和 53

年に初版を作成したものであり、畜産をめぐる情勢、栽培・利用技術の変化に

照らし合わせ、今回改訂（第６版）を行いました。改訂にあたっては、県内で

取組み可能な栽培・利用体系を広く網羅するとともに、飼料用稲・飼料用米に

関する生産技術、最近の課題等について、内容の充実を図りました。また、新

たに指導に携わる方にも分かりやすく、使いやすさに留意して編集しましたの

で、指導現場において広く御活用いただければ幸いです。 
本書が有効に活用され、本県における飼料作物の生産拡大、ひいては飼料自

給率の向上が図られることを期待しています。 
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※本書において稲に関する用語の使い方は次のとおりとする。 

用語 解説 

稲発酵粗飼料 
稲ＷＣＳ 

子実及び茎葉を同時に収穫し、サイレージに調製した飼料（ホール

クロップサイレージ：ＷＣＳ） 

飼料用稲 稲発酵粗飼料、稲ＷＣＳとして栽培する稲 

飼料用米 子実のみを収穫した飼料および子実利用を目的として栽培する稲 

飼料用イネ 飼料用稲及び飼料用米の総称 
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